
様式第１号（第５条関係） 

新たな特産物産地形成支援事業費補助金の交付申請書 

令和●年●月●日  

  磐田市長 

住所又は所在地 磐田市国府台 3番地１

                     氏名又は名称  磐田 太郎

  磐田市新たな特産物産地形成支援事業の補助金について、下記のとおり交付を申請し

ます。 

記 

１ 補助事業の目的、内容及びその効果 

 目的：新たな特産物（レモン）の産地化 

 内容： レモンの定植農地整備 

レモンの未収益期間栽培管理 

 効果：所得向上、経営の安定化、荒廃農地の未然防止 

２ 補助対象事業の経費の配分、経費の使用方法（収支の計画）、当該補助対象事業の遂

行に関する計画及び完了予定日（事業の計画） 

    別紙のとおり 

３ 誓約・同意事項 

 販売を目的として、新たな特産物に指定された作物を５年以上栽培します。

交付要件の確認のため、市が市税の納付状況を確認することに同意します。

事業を実施する農地は、周辺農地への影響に配慮し、適正に管理をします。 

 （農地を借り受けている場合）本申請内容について、事前に土地所有者の同意を

得ています。 

※申請面積20aでの記載例です。 

申請する項目にチェック

誓約・同意事項を確認したらチェック



様式第２号（第５条、第８条、第１０条関係） 

新たな特産物産地形成支援事業費補助金の事業計画書(変更事業計画書、事業実績報告書) 

 １ 実施事業名 

レモンの定植農地整備、レモンの未収益期間栽培管理 

 ２ 事業実施者名 

磐田 太郎

 ３ 事業実施場所 

磐田市国府台●●番地 ほか 

 ４ 事業概要 

レモンを定植するための農地の障害物を除去する（面積20a） 

    レモンの未収益期間栽培管理を行う（●年目 面積20a） 

 ５ 事業計画（事業実績） 

 事業費  

障害物除去 90,000円 

 補助金の交付申請額 

障害物除去 60,000円  

     未収益期間栽培管理(●年目) 100,000円 

 事業スケジュール 

障害物除去 11月 

     未収益期間栽培管理 定植後から3月末まで 

 事業開始・完了（予定）年月日 

事業開始    11月 

     事業完了(予定) 3月末 

（注） 変更事業計画書の場合は、変更前の計画を上段に括弧書きし、変更後の計画を下

段に記入すること。 

障害物除去を行う場合のみ記入 

申請項目に応じて記入 

↑面積(a)×5万円÷10で算出

↓補助額 2/3 



様式第３号（第５条、第８条、第１０条関係） 

新たな特産物産地形成支援事業費補助金の収支予算書（変更収支予算書、収支決算書） 

１ 収入の部 

区 分 
予 算 額 

（変更予算額）

変更予算額

（決算額）

比 較 

備 考 

増 減 

市補助金 

自己負担 

円

60,000

30,000

円 円 円 

計  90,000

２ 支出の部 

区 分 
予 算 額 

（変更予算額）

変更予算額

（決算額）

比 較 

備 考 

増 減 

伐根 

土壌整備 

整地

円

30,000

30,000

30,000

円 円 円 

計  90,000

３ 支出明細 

区 分 金 額 積算基礎 

障害物除去 

円

別紙見積書のとおり

計     

合計金額が同額になるように 

記入してください 

※障害物除去を申請する方のみ提出してください。 



令和●年●月●日

 磐田市長宛

   住所または所在地 磐田市国府台 3番地１

   氏 名 磐田 太郎

個人情報取扱確認書

産地の形成推進及び振興のため、新たな特産物産地形成支援事業費補助金の申請 

内容及び連絡先を下記関係機関に提供することについて、条件を付して同意しま

す。

記

関係機関 遠州中央農業協同組合

条件

・情報の提供を受ける関係機関は、情報提供することに同意を得た関係機関以外の者に

対して、情報を開示しないこと。

・情報の提供を受ける関係機関は、支援の実施以外の目的で、個人情報を使用しないこ

と。

□ 個人情報の外部提供に同意しません。

どちらかにチェック



令和●年●月●日

 磐田市長宛

住所または所在地 磐田市国府台 3番地１

氏 名 磐田 太郎

消費税適用状況確認書

このことについて、下記のとおり報告します。

記

１．私は消費税の □ 課税事業者です

□ 免税事業者です

２．課税事業者である場合、課税の方式は

         □ 簡易課税です

□ 原則課税です

どちらかにチェック

どちらかにチェック



レモン定植計画書＿記載例
作成日： 令和7年4月1日

（添付書類）

住所 磐田市〇〇〇番地△△△△ □ 定植予定農地の地図(申請時)

氏名 株式会社〇〇〇〇 代表取締役□□□□ □ 定植農地の地図(完了時)

連絡先 〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇 □ レモン栽培状況確認写真（圃場ごと）(申請時／完了時)

□ 販売状況確認資料(完了時)

■ 障害物除去等補助事業を実施した農地には計画に沿ってレモンを定植することを誓約します。

※令和7年度から令和10年度で作成日時点で計画している定植内容を記載してください。なお、補助事業の継続を約束するものではありません。

ほ場
グループ
No.

農地地番 農地面積
（農地台帳面積）

定植面積(a)
小数第一位まで

第二位以下切捨

定植
(予定)
本数

障害物等
除去

完了(予定)年度

未収益期間
栽培管理

申請開始年度
(定植年度)

未収益期間
栽培管理

交付終了年度
(終了年度)

品種
所有・貸借
区分

借用終期
(年月)

埋蔵文化財
調査の要否

備考

1 国府台〇〇ー１ 10.5 ａ 10.5 ａ 40 本 R7年度 R7年度 R9年度 ユーレカ 所有地 ー

1 国府台〇〇ー２ 20.0 ａ 20.0 ａ 80 本 R7年度 R7年度 R9年度 ユーレカ 所有地 ー

1 国府台〇〇ー3 4.0 ａ 4.0 ａ 10 本 R7年度 R7年度 R9年度 ユーレカ 所有地 ー

1 国府台〇〇ー4 6.0 ａ 6.0 ａ 15 本 R7年度 R7年度 R9年度 ユーレカ 所有地 ー

2 国府台〇〇ー10 0.5 ａ 21.2 ａ 80 本 R8年度 R8年度 R10年度 リスボン 借地 R18年９月

2 国府台〇〇ー11 0.7 ａ R8年度 R8年度 R10年度 リスボン 借地 R18年９月

2 国府台〇〇ー12 8.0 ａ R8年度 R8年度 R10年度 リスボン 借地 R18年９月

2 国府台〇〇ー13 5.5 ａ R8年度 R8年度 R10年度 リスボン 借地 R18年９月

2 国府台〇〇ー14 6.5 ａ R8年度 R8年度 R10年度 リスボン 借地 R18年９月

1回の申請で対象とする一段の土地にグループNOを付ける 同一グループNOは合計して一行に入力しても差し支えない

（入力） （入力） （入力）
（入力）

（入力） （入力） （入力） （入力） （入力）

（入力）

（入力）

（入力）


